
(57)【要約】
【課題】安全性が高く、良好な保存安定性を有し、しかも実質的に室内の汚染を生ずるこ
とがない害虫駆除用エアゾール剤を提供すること。
【解決手段】害虫駆除成分、溶解補助剤、溶剤、及び噴射剤を含有してなる害虫駆除用エ
アゾール剤であって、該害虫駆除成分がピレトリンであり、該溶解補助剤がミリスチン酸
イソプロピル及び／又はノルマルパラフィンである、害虫駆除用エアゾール剤。
【選択図】なし
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ピ レ ト リ ン を 害 虫 駆 除 成 分 と し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 。
【 請 求 項 ２ 】
　 害 虫 駆 除 成 分 、 溶 解 補 助 剤 、 溶 剤 、 及 び 噴 射 剤 を 含 有 し て な る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤
で あ っ て 、 該 害 虫 駆 除 成 分 が ピ レ ト リ ン で あ り 、 該 溶 解 補 助 剤 が ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ
ル 及 び ／ 又 は ノ ル マ ル パ ラ フ ィ ン で あ る 、 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 。
【 請 求 項 ３ 】
　 溶 剤 が ア ル コ ー ル で あ る 請 求 項 ２ 記 載 の エ ア ゾ ー ル 剤 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ア ル コ ー ル が エ タ ノ ー ル で あ る 請 求 項 ３ 記 載 の エ ア ゾ ー ル 剤 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ピ レ ト リ ン を 害 虫 駆 除 成 分 と す る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 多 く の 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 に お い て 殺 虫 成 分 と し て 合 成 ピ レ ス ロ イ ド が 使 用 さ れ て
い る 。 合 成 ピ レ ス ロ イ ド は 安 全 性 の 高 い 殺 虫 成 分 で あ る が 、 昨 今 で は さ ら に 消 費 者 の 安 全
志 向 ・ 天 然 志 向 が 高 ま っ て お り 、 前 記 エ ア ゾ ー ル 剤 で は か か る 消 費 者 の 要 求 を 充 分 に 満 た
す と は 言 え な い 。 そ こ で 、 天 然 成 分 を 殺 虫 成 分 と す る エ ア ゾ ー ル 剤 の 開 発 が 望 ま れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ピ レ ト リ ン は 除 虫 菊 か ら 抽 出 さ れ る 天 然 の 殺 虫 成 分 で あ り 、 安 全 性 が 比 較 的 高 い こ と に
加 え 殺 虫 ス ペ ク ト ラ ム が 広 い こ と で 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ～ ４ で は 害 虫 駆 除
用 の エ ア ゾ ー ル 剤 等 に ピ レ ト リ ン を 殺 虫 成 分 と し て 用 い 得 る こ と が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － ２ ９ ８ ６ ０ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 １ １ － ２ ０ ９ ２ ０ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － １ ９ ４ ９ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ２ ２ ０ ０ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ の 実 施 例 ４ で は 、 ピ レ ト リ ン を 所 定 の ア ル コ ー ル と 混 合 し て 用 い て
エ ア ゾ ー ル 剤 を 調 製 し て い る が 、 ピ レ ト リ ン を ア ル コ ー ル に 溶 解 さ せ た 場 合 、 得 ら れ た 溶
液 の 保 存 安 定 性 が 低 い と い う 問 題 が あ る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ の 実 施 例 で は 、 ピ レ ト リ ン を
溶 剤 で あ る ケ ロ シ ン に 混 ぜ て エ ア ゾ ー ル 剤 を 調 製 し て い る が 、 か か る エ ア ゾ ー ル 剤 を 室 内
で 使 用 す る と 該 エ ア ゾ ー ル 剤 を 噴 射 し た 部 分 が 溶 剤 に よ り 汚 染 （ べ と つ き の 発 生 ） さ れ る
と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 安 全 性 が 高 く 、 良 好 な 保 存 安 定 性 を 有 し 、 し か も 実 質 的 に 室 内 の 汚
染 を 生 ず る こ と が な い 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 は 、
〔 １ 〕 　 ピ レ ト リ ン を 害 虫 駆 除 成 分 と し て 含 有 す る こ と を 特 徴 と す る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー
ル 剤 、
〔 ２ 〕 　 害 虫 駆 除 成 分 、 溶 解 補 助 剤 、 溶 剤 、 及 び 噴 射 剤 を 含 有 し て な る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ
ー ル 剤 で あ っ て 、 該 害 虫 駆 除 成 分 が ピ レ ト リ ン で あ り 、 該 溶 解 補 助 剤 が ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ
プ ロ ピ ル 及 び ／ 又 は ノ ル マ ル パ ラ フ ィ ン で あ る 、 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 、
〔 ３ 〕 　 溶 剤 が ア ル コ ー ル で あ る 前 記 〔 ２ 〕 記 載 の エ ア ゾ ー ル 剤 、 並 び に
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〔 ４ 〕 　 ア ル コ ー ル が エ タ ノ ー ル で あ る 前 記 〔 ３ 〕 記 載 の エ ア ゾ ー ル 剤 、
に 関 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 安 全 に 、 し か も 実 質 的 に 室 内 の 汚 染 を 生 ず る こ と な く 害 虫 駆 除 を 行 う
こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 （ 以 下 、 単 に エ ア ゾ ー ル 剤 と い う ） は 、 ピ レ ト リ ン を
害 虫 駆 除 成 分 と し て 含 有 す る こ と を １ つ の 大 き な 特 徴 と す る 。 そ の 具 体 的 構 成 と し て は 、
害 虫 駆 除 成 分 と し て の ピ レ ト リ ン 、 溶 解 補 助 剤 、 及 び 溶 剤 を 含 有 し て な る エ ア ゾ ー ル 原 液
と 、 噴 射 剤 と を 、 公 知 の エ ア ゾ ー ル 缶 に 充 填 し て な る エ ア ゾ ー ル 剤 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ピ レ ト リ ン は 天 然 物 で あ っ て も 合 成 物 で あ っ て も よ い 。 市 販 の も の が あ れ ば 任 意 に 使 用
す る こ と が で き る 。 原 液 中 に お け る ピ レ ト リ ン の 含 有 量 と し て は 、 好 ま し く は 1～ 20重 量
％ 、 よ り 好 ま し く は 2～ 10重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 具 体 的 構 成 に お い て は 、 溶 解 補 助 剤 と し て ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 及 び ／ 又 は ノ
ル マ ル パ ラ フ ィ ン 、 好 ま し く は ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル が 用 い ら れ る 。 ピ レ ト リ ン と こ
れ ら の 溶 解 補 助 剤 と を 組 み 合 わ せ る こ と に よ り 、 溶 剤 へ の ピ レ ト リ ン の 溶 解 性 が 高 ま り ピ
レ ト リ ン 溶 液 の 保 存 安 定 性 が 向 上 し 、 ひ い て は エ ア ゾ ー ル 剤 の 保 存 安 定 性 の 向 上 が 達 成 さ
れ る 。 ピ レ ト リ ン と 前 記 特 定 の 溶 解 補 助 剤 と の 組 み 合 わ せ に よ る ピ レ ト リ ン 溶 液 の 保 存 安
定 性 の 向 上 は 本 発 明 に お い て 初 め て 明 ら か に な っ た こ と で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 剤 に 関 す る 保 存 安 定 性 は 、 例 え ば 、 後 述 の 実 施 例 に 記 載 の 保
存 安 定 性 の 評 価 の 方 法 に 従 っ て 評 価 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 及 び ノ ル マ ル パ ラ フ ィ ン は 、 そ れ ぞ れ 市 販 の も の を 任 意 に 用
い る こ と が で き る 。 原 液 中 に お け る ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル 及 び ／ 又 は ノ ル マ ル パ ラ フ
ィ ン の 含 有 量 と し て は 、 好 ま し く は 2～ 40重 量 ％ 、 よ り 好 ま し く は 4～ 20重 量 ％ で あ る 。 な
お 、 ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル と ノ ル マ ル パ ラ フ ィ ン と を 併 用 す る 場 合 の 両 成 分 の 混 合 比
（ 重 量 比 ） は 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 溶 剤 と し て は 、 室 内 の 汚 染 の 発 生 を 実 質 的 に 防 止 す る 観 点 か ら 、 べ と つ き の 少 な
い 速 乾 性 の 溶 剤 が 用 い ら れ る 。 か か る 溶 剤 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例
え ば 、 ア ル コ ー ル 、 ア セ ト ン 、 メ チ ル エ チ ル ケ ト ン 、 酢 酸 メ チ ル 、 酢 酸 エ チ ル 、 エ チ ル エ
ー テ ル 、 n-ヘ キ サ ン 、 n-ペ ン タ ン 、 イ ソ ペ ン タ ン 、 シ ク ロ ペ ン タ ン 等 が 挙 げ ら れ 、 好 ま し
く は ア ル コ ー ル が 挙 げ ら れ る 。 ま た 、 ア ル コ ー ル と し て は 、 炭 素 数 1～ 3程 度 の 低 級 ア ル コ
ー ル 、 中 で も 、 エ タ ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 メ タ ノ ー ル が 好 ま し く 、 エ タ ノ ー ル が 特
に 好 ま し い 。 エ タ ノ ー ル は 充 分 に 速 乾 性 で 安 全 な 溶 剤 で あ り 、 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 剤 に お
い て 好 適 に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 溶 剤 は 市 販 の も の を 任 意 に 用 い る こ と が で き る 。 原 液 中 、 溶 剤 は 、 ピ レ ト リ ン 、 溶 解 補
助 剤 、 及 び 所 望 に よ り 用 い ら れ る 以 下 の そ の 他 の 成 分 以 外 の 残 部 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 そ の 他 の 成 分 は 、 本 発 明 の 所 望 の 効 果 の 発 現 を 阻 害 し な い 範 囲 で 用 い ら れ る 。 か か る 成
分 と し て は 、 例 え ば 、 公 知 の エ ア ゾ ー ル 剤 に 使 用 さ れ る 、 共 力 剤 、 酸 化 防 止 剤 、 殺 菌 剤 、
忌 避 剤 、 消 臭 剤 、 香 料 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 原 液 は 、 以 上 の 各 成 分 を 公 知 の 方 法 に 従 っ て 混 合 す る こ と に よ り 調 製 す る こ と が で き る
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。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 剤 は 、 得 ら れ た 原 液 を 噴 射 剤 と 共 に 公 知 の エ ア ゾ ー ル 缶 に 充 填 す る
こ と に よ り 調 製 さ れ る 。 エ ア ゾ ー ル 缶 へ の 原 液 及 び 噴 射 剤 の 充 填 は 公 知 の 方 法 に 従 っ て 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 噴 射 剤 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ な い が 、 入 手 が 容 易 で 安 価 で あ る と い う 観 点 か ら 、 液 化
石 油 ガ ス （ Ｌ Ｐ Ｇ ） 、 ジ メ チ ル エ ー テ ル （ Ｄ Ｍ Ｅ ） ま た は 両 者 の 混 合 ガ ス が 好 適 に 使 用 さ
れ 、 溶 解 性 に 優 れ 安 価 で あ る と い う 観 点 か ら 、 好 ま し く は Ｌ Ｐ Ｇ と Ｄ Ｍ Ｅ と の 混 合 ガ ス が
用 い ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 エ ア ゾ ー ル 缶 に 充 填 す る 際 の 原 液 と 噴 射 剤 と の 充 填 割 合 と し て は 、 原 液 100重 量 部 に 対
し 噴 射 剤 が 好 ま し く は 50～ 140重 量 部 、 よ り 好 ま し く は 110～ 140重 量 部 程 度 で あ る 。 原 液
と 噴 射 剤 の 合 計 充 填 量 は 使 用 す る エ ア ゾ ー ル 缶 に 応 じ て 決 定 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 剤 の 剤 型 と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 「 直 接
噴 霧 型 エ ア ゾ ー ル 」 、 「 残 留 塗 布 型 エ ア ゾ ー ル 」 又 は 「 全 量 噴 射 型 エ ア ゾ ー ル 」 の い ず れ
で あ っ て も よ い 。 良 好 に 害 虫 駆 除 効 力 を 発 揮 さ せ 、 ま た 、 実 質 的 に 汚 染 性 が な い 点 を 考 慮
す る と 、 「 全 量 噴 射 型 エ ア ゾ ー ル 」 で あ る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 な お 、 「 直 接 噴 霧 型 エ ア ゾ ー ル 」 と は 対 象 害 虫 に 直 接 噴 霧 す る 型 の エ ア ゾ ー ル 剤 を 、 「
残 留 塗 布 型 エ ア ゾ ー ル 」 と は 害 虫 の 通 り 道 に 予 め 塗 布 し て お く 型 の エ ア ゾ ー ル 剤 を 、 「 全
量 噴 射 型 エ ア ゾ ー ル 」 と は 、 害 虫 を 駆 除 し よ う と す る 部 屋 を 密 閉 し た 後 、 床 面 中 央 に こ の
エ ア ゾ ー ル 容 器 を 置 き 、 容 器 内 に 充 填 さ れ た エ ア ゾ ー ル 内 容 物 の 全 量 を 短 時 間 で 噴 射 し て
部 屋 内 に エ ア ゾ ー ル 内 容 物 の 噴 霧 粒 子 を 一 気 に 拡 散 さ せ る こ と で 害 虫 を 効 果 的 に 駆 除 で き
る エ ア ゾ ー ル 剤 を 言 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の エ ア ゾ ー ル 剤 は 、 従 来 の エ ア ゾ ー ル 剤 と 同 様 に し て 用 い ら れ る 。 該 エ ア ゾ ー ル
剤 に よ れ ば 、 安 全 に 、 し か も 実 質 的 に 室 内 の 汚 染 を 生 ず る こ と な く 害 虫 駆 除 を 行 う こ と が
で き る の で 、 特 に 室 内 に お け る 害 虫 駆 除 に 有 効 で あ る 。 駆 除 対 象 の 害 虫 と し て は 、 特 に 限
定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 チ ャ バ ネ ゴ キ ブ リ 、 ク ロ ゴ キ ブ リ 、 ワ モ ン ゴ キ ブ リ な
ど の ゴ キ ブ リ 類 、 イ エ バ エ 、 ヒ メ イ エ バ エ な ど の ハ エ 類 、 ア カ イ エ カ 、 チ カ イ エ カ 、 ヒ ト
ス ジ シ マ カ な ど の カ 類 、 ヒ ト ノ ミ 、 ネ コ ノ ミ な ど の ノ ミ 類 、 イ エ ヒ メ ア リ 、 ア ミ メ ア リ 、
ア ル ゼ ン チ ン ア リ な ど の ア リ 類 、 ク モ 、 ム カ デ 、 ダ ン ゴ ム シ 、 ワ ラ ジ ム シ 、 カ メ ム シ 、 ゲ
ジ 、 チ ャ タ テ ム シ 、 シ バ ン ム シ 、 ア リ ガ タ バ チ 、 カ ツ オ ブ シ ム シ 、 シ ミ 、 ガ 、 ユ ス リ カ 、
ハ チ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に お い て 実 施 し た 「 保 存 安 定 性 の 評 価 」 の 方 法 を 以 下 に 示 す 。 な お 、 エ ア ゾ ー ル 剤
の 評 価 は 、 エ ア ゾ ー ル 容 器 と し て 透 明 ガ ラ ス 製 の も の を 用 い て エ ア ゾ ー ル 剤 を 調 製 し 、 エ
ア ゾ ー ル 容 器 中 の エ ア ゾ ー ル 内 容 液 の 状 態 に よ り 評 価 し た 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ａ ） 溶 解 直 後 評 価
　 エ ア ゾ ー ル 原 液 調 製 直 後 の 状 態 を 目 視 に よ り 以 下 の 評 価 基 準 に 従 っ て 評 価 す る 。
〔 評 価 基 準 〕
○ ： 透 明
△ ： 少 し 曇 る （ 又 は 若 干 曇 る ）
× ： 薄 い 白 濁
【 ０ ０ ２ ５ 】
（ ｂ ） 室 温 保 存 後 評 価
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　 エ ア ゾ ー ル 原 液 を ７ 日 間 又 は ３ ヶ 月 間 に 渡 り 室 温 （ ２ ５ ℃ ） で 放 置 し た 後 、 該 原 液 の 状
態 を 目 視 に よ り 以 下 の 評 価 基 準 に 従 っ て 評 価 す る 。
〔 評 価 基 準 〕
○ ： 透 明
△ ： 若 干 曇 る （ 又 は 薄 い 油 膜 発 生 ）
× ： 油 膜 又 は 沈 殿 発 生
【 ０ ０ ２ ６ 】
（ ｃ ） 冷 蔵 保 存 後 評 価
　 エ ア ゾ ー ル 原 液 を ２ ４ 時 間 に 渡 り ３ ℃ で 放 置 し た 後 、 該 原 液 の 状 態 を 目 視 に よ り 以 下 の
評 価 基 準 に 従 っ て 評 価 す る 。
〔 評 価 基 準 〕
○ ： 透 明
× ： 沈 殿 発 生
【 ０ ０ ２ ７ 】
参 考 例 １ ～ ６ 及 び 比 較 参 考 例 １ ～ ４
　 以 下 の 表 １ に 示 す 各 成 分 を 混 合 し て エ ア ゾ ー ル 原 液 を 調 製 し た 。 得 ら れ た エ ア ゾ ー ル 原
液 に つ い て 保 存 安 定 性 の 評 価 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 併 せ て 示 す 。 な お 、 表 中 、 Ｉ Ｐ
Ｍ と は ミ リ ス チ ン 酸 イ ソ プ ロ ピ ル を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 表 １ よ り 、 参 考 例 １ ～ ６ の エ ア ゾ ー ル 原 液 は 比 較 参 考 例 １ ～ ４ の も の に 比 べ 保 存 安 定 性
に 優 れ て お り 、 ピ レ ト リ ン の 溶 剤 へ の 溶 解 性 が 向 上 し て い る こ と が 分 か る 。 ま た 、 ピ レ ト
リ ン の 溶 剤 へ の 溶 解 性 は 溶 解 補 助 剤 の 量 依 存 的 に 向 上 す る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
実 施 例 １ ～ ４
　 以 下 の 表 ２ に 示 す 各 成 分 を 混 合 し て エ ア ゾ ー ル 原 液 を 調 製 し 、 噴 射 剤 （ Ｌ Ｐ Ｇ と Ｄ Ｍ Ｅ
の 混 合 ガ ス 、 比 重 0.58g/cm 3 ） と 共 に エ ア ゾ ー ル 缶 に 充 填 し て エ ア ゾ ー ル 剤 を 得 た 。 得 ら
れ た エ ア ゾ ー ル 剤 に つ い て 保 存 安 定 性 の 評 価 を 行 っ た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 併 せ て 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 表 ２ よ り 、 実 施 例 １ ～ ４ の エ ア ゾ ー ル 剤 は 極 め て 保 存 安 定 性 に 優 れ る こ と が 分 か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 ピ レ ト リ ン を 害 虫 駆 除 成 分 と す る 害 虫 駆 除 用 エ ア ゾ ー ル 剤 を 提 供 す る 。
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